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金
沢
・
卯
辰
山
で
殉
教
祭

　

浦
上
四
番
崩
れ
に
よ
っ
て
各
地

に
流
さ
れ
た
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
た

ち
。
流
配
先
の
一
つ
、金
沢
市
の

卯う

辰た
つ

山や
ま

で
も
４
月
28
日
（
日
）
13

時
半
か
ら
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。
ミ

サ
は
長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
者
碑

の
前
で
、松
浦
悟
郎
司
教
（
名
古

５
月
か
ら
６
月
へ
。「
聖
母

月
」
が
終
わ
り
、「
イ
エ
ス

の
み
心
の
月
」
を
迎
え
ま
し

た
。
５
月
が
「
聖
母
月
」
で

あ
る
と
知
っ
て
い
る
方
は
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
６
月
が

「
イ
エ
ス
の
み
心
の
月
」
で

あ
る
と
知
っ
て
い
る
方
は
少

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
原
因
は
、教
え
る

側
の
司
祭
自
身
が
十
分
に
伝

え
き
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
聖
母
マ
リ
ア
ほ
ど
「
イ

エ
ス
の
み
心
」
を
深
く
理
解

し
実
行
さ
れ
た
方
は
い
な
い

で
し
ょ
う
▲
ピ
オ
12
世
教
皇

は
、「
受
肉
し
た
み
こ
と
ば

の
心
臓
は
、当
然
、神
で
あ
る

救
い
主
が
永
遠
の
父
と
す
べ

て
の
人
々
を
絶
え
間
な
く
愛

し
た
三
重
の
愛
と
主
要
な
し

る
し
ま
た
は
象
徴
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、キ
リ
ス

ト
の
心
臓
は
、父
と
聖
霊
と

交
わ
る
神
の
愛
の
象
徴
で
あ

る
。
し
か
し
、こ
の
愛
は
、人

と
な
っ
た
み
こ
と
ば
の
は
か

な
い
、も
ろ
い
体
を
通
し
て
、

わ
れ
わ
れ
に
表
さ
れ
た
」
と

教
え
る
（Haurietis aquas : 

No.3924

）
▲
イ
エ
ス
の
み

心
、そ
れ
は
愛
す
る
心
。
イ

エ
ス
の
み
心
、そ
れ
は
ゆ
る

す
心
。
イ
エ
ス
の
み
心
、そ

れ
は
祈
る
心
。
イ
エ
ス
の
み

心
、そ
れ
は
自
分
を
与
え
る

心
。
イ
エ
ス
の
み
心
、そ
れ

は
平
和
の
心
。
私
た
ち
は
、

「
イ
エ
ス
の
み
心
」
を
自
分

の
心
と
し
て
生
き
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
▲
あ
ま
り

唱
え
な
く
な
っ
た
祈
り
が
あ

る
。
そ
れ
は
、「
イ
エ
ス
の

み
心
の
連
祷
」で
す
。
今
月
、

家
族
と
一
緒
に
唱
え
た
ら
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。「
仁
慈
と

愛
に
み
ち
満
て
る
イ
エ
ス
の

み
心�

わ
れ
ら
を
あ
わ
れ
み

給
え
」�

（
武
）

◦
宣
教�

司
祭
が
、
簡
素
で
謙
遜
な
生
活

を
通
し
て
最
も
貧
し
い
人
々
と

積
極
的
に
連
帯
で
き
る
よ
う
に

◦
日
本�

す
べ
て
の
人
が
幸
福
に
生
き
る

権
利
が
保
障
さ
れ
、
差
別
の
な

い
社
会
を
実
現
で
き
る
よ
う
に

教皇さまの意向

浦
上
四
番
崩
れ

乙
女
峠
ま
つ
り
に
参
加
し
て

津
和
野
で
聖
母
行
列
と
ミ
サ

　

去
る
５
月
３
日
（
金
）
早

朝
５
時
、浦
上
教
会
主
任
の

久
志
利
津
男
神
父
様
は
じ
め

浦
上
信
徒
ら
総
勢
80
人
は

「
乙
女
峠
ま
つ
り
」
に
参
加

す
る
た
め
に
２
台
の
バ
ス
に

分
乗
し
て
島
根
県
・
津
和
野

に
向
け
て
出
発
し
た
。
今
年

は
「
津
和
野
殉
教
者
列
聖
調

査
開
始
」
が
宣
言
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
多
数
の

参
加
者
と
な
っ
た
。

車
中
で
は
、ロ
ザ
リ

オ
を
唱
え
、「
朗
読

劇
・
津
和
野
の
証

人
」
を
聴
い
て
先

祖
を
し
の
ん
だ
。

　

１
５
２
年
前（
１

８
６
７
年
）
の
禁

教
時
代
、明
治
新
政

府
に
よ
る
大
規
模

な
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
弾
圧
事
件
（
浦

上
四
番
崩
れ
）
が

起
こ
り
、翌
68
年
、浦
上
村
民

３
４
０
０
人
近
く
が
20
藩
22

カ
所
に
流
配
さ
れ
、説
得
や

拷
問
な
ど
で
改
宗
を
強
い
ら

れ
た
。「
乙
女
峠
ま
つ
り
」
は

こ
れ
ら
津
和
野
藩
に
送
ら
れ

た
流
配
者
を
顕
彰
す
る
行
事

で
あ
る
。

　

10
時
過
ぎ
に
津
和
野
に
到

着
し
た
が
、教
会
で
は
す
で

に
出
発
式
が
行
わ
れ
て
い

た
。
乙
女
峠
ま
で
の
約
２
㎞

の
道
の
り
を
、全
国
か
ら
集

ま
っ
た
２
０
０
０
人
程
の
信

者
と
共
に
ロ
ザ
リ
オ
を
唱
え

な
が
ら
歩
い
た
。

　
「
津
和
野
の
証
し
人
37
人

の
列
聖
調
査
開
始
宣
言
ミ

サ
」
の
は
じ
め
に
、列
聖
委

員
長
の
広
島
教
区
白
浜�

満

司
教
様
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、大
阪
大
司
教
区
の
前
田

万
葉
枢
機
卿
様
の
司
式
、京

都
教
区
の
大
塚
喜
直
司
教
様

の
説
教
、
５
人
の
司
教
様
の

参
加
が
告
げ
ら
れ
た
。
長
崎

大
司
教
区
代
表
と
し
て
、久

志
神
父
様
が
参
加
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、大
塚
司
教
様
は

説
教
の
中
で
「
浦
上
信
徒
は

自
ら
進
ん
で
キ
リ
シ
タ
ン
で

あ
る
こ
と
を
申
し
出
、信
仰

を
守
り
通
す
こ
と
に
よ
っ

て
、神
の
手
の
中
に
自
分
た

ち
の
命
を
託
し
ま
し
た
。
私

た
ち
は
こ
の
こ
と
を
記
念
し

て
列
聖
運
動
を
始
め
ま
す
」

と
語
ら
れ
た
。
次
に
「
列
聖

調
査
開
始
の
経
緯
」
の
説
明

と
、「
教
皇
庁
か
ら
の
列
聖

調
査
開
始
許
可
書
」
の
朗
読

が
行
わ
れ
た
。

　

ミ
サ
の
終
わ
り
に
発
言
を

求
め
ら
れ
た
久
志
主
任
神
父

様
は
、昨
年
の
「
旅
の
始
ま

り
１
５
０
周
年
記
念
式
典
」

へ
の
参
加
の
お
礼
と
、
１
５

０
年
前
に
没
収
さ
れ
た
「
遺

品
里
帰
り
運
動
」
の
紹
介
を

さ
れ
た
。

　

信
徒
の
中
に
は
「
列
聖
調

査
開
始
が
宣
言
さ
れ
た
時
、

浦
上
信
徒
と
し
て
誇
ら
し
く

思
い
、胸
に
じ
ん
と
く
る
も

の
が
あ
っ
た
」
と
感
想
を
漏

ら
す
人
も
い
た
。

　

ミ
サ
後
、殉
教
者
が
葬
ら

れ
て
い
る
蕪か

ぶ

坂さ
か

ま
で
十
字
架

の
道
行
を
唱
え
て
歩
き
、生

花
を
供
え
て
先
祖
を
し
の

び
、帰
路
に
就
い
た
。

（
浦
上
教
会�

歴
史
委
員
会
）

　

令
和
元
年
に
沸
き
立
つ
連

休
の
中
、
５
月
３
日
（
金
）、

２
０
１
９
年
度
総
会
を
カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

た
。
総
会
で
は
、会
長
の
髙

見
三
明
大
司
教
が
、守
る
信

仰
か
ら
、分
か
ち
合
い
・
伝

え
る
信
仰
を
生
き
る
た
め
に

も
う
一
度
教
区
シ
ノ
ド
ス
提

言
を
見
直
す
こ
と
、ま
た
教

会
の
世
界
遺
産
登
録
や
教
皇

訪
日
を
し
っ
か
り
と
福
音
宣

教
に
つ
な
げ
よ
う
と
あ
い
さ

つ
し
、前
年
度
の
活
動
・
決

算
、本
年
度
の
予
算
が
審
議

さ
れ
、承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、教
区
の
基
本
方

針
活
動
と
し
て
①
「
ミ
ゼ
リ

コ
ル
デ
ィ
ア
長
崎
」
か
ら
―

地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
―
の
基
本
理
念
と
活
動

計
画
、②
「
小
共
同
体
づ
く

り
」
か
ら
も
具
体
的
な
提
案

が
評
議
会
に
示
さ
れ
た
。
長

崎
教
会
管
区
災
害
支
援
室
か

ら
は
九
州
・
沖
縄
の
教
会
と

連
携
す
る
た
め
の
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
ス
タ
ッ
フ
養

成
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、教
皇
訪
日
長
崎
実

行
委
員
会
の
立
ち
上
げ
の
経

緯
と
そ
の
概
要
が
説
明
さ

れ
、任
命
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

最
後
に
「
宣
教
の
た
め
の

特
別
月
間
」
に
向
け
て
、各

小
教
区
の
取
り
組
み
へ
の
説

明
が
あ
り
、総
会
を
終
え
た
。

教
区
評
議
会
総
会 

開
催

２
０
１
９
年
度 
教
区
の
基
本
方
針
を
確
認

　

教
区
評
議
会
役
員

会　

長�

髙
見
三
明
大
司
教

副
会
長�

山
脇�

守
（
総
代

理
・
長
崎
北
地
区
長
）

議　

長�

泊�

光
治
（
長
崎

南
）

副
議
長�

松
山
勝
則
（
長
崎

北
）、山
内
茂
雄
（
佐
世
保
）、

紙
﨑
真
由
美
（
長
崎
北
）

事
務
局
長　

中
濱
敬
司
（
教

区
本
部
事
務
局
長
）

書　

記�

中
村
義
幸
（
長
崎

北
）、白
濱
明
彦
（
長
崎
中
）

会　

計�

片
岡
明
俊
（
長
崎

中
）、中
里
泰
則
（
長
崎
南
）

委　

員�

岩
本
繁
幸
（
教
区

会
計
）、中
濱
敬
司
（
信
仰
養

成
・
家
庭
）、紙
﨑
新
一
（
福

音
化
推
進
）、下
山
盛
朗
（
典

礼
）、山
田
良
秋
（
広
報
）、岡�

秋
美
（
召
命
）、久
志
利
津
男

（
長
崎
中
地
区
長
）、葛
嶋
秀

信
（
長
崎
南
地
区
長
、女
性

部
担
当
）、山
内�

実
（
佐
世

保
地
区
長
）、山
村
憲
一
（
平

戸
地
区
長
）、眞
浦
健
吾
（
上

五
島
地
区
長
）、中
村�

満（
下

五
島
地
区
長
）、永
谷
忠
治

（
平
戸
）、増
崎�

勉
（
上
五

島
）、入
口
正
雄
（
下
五
島
）、

森
田
優
子
（
長
崎
中
女
性

部
）、山
口
登
志
枝
（
長
崎
南

女
性
部
）、相
川
照
美
（
佐
世

保
女
性
部
）、松
山
弥
生
（
平

戸
女
性
部
）、生
田
幸
子
（
上

五
島
女
性
部
）、川
口
秀
子

（
下
五
島
女
性
部
）、村
田
智

恵
子
（
修
女
連
）

教
皇
様
の
日
本
へ
の
思
い
は

過
去
の
発
言
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

５
月
末
の
時
点
で
、教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
訪
日
に
関

す
る
バ
チ
カ
ン
の
正
式
発
表

は
ま
だ
何
も
な
い
が
、教
皇

が
こ
れ
ま
で
折
に
触
れ
訪
日

の
意
向
を
示
さ
れ
て
い
る
だ

け
に
、期
待
は
現
実
味
を
帯

び
て
膨
ら
む
。
テ
レ
ビ
や
新

聞
な
ど
一
般
の
報
道
に
お
い

て
も
、こ
れ
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
が
取
り
沙
汰
さ
れ
訪
日
が

決
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

意
識
が
つ
い
働
く
。
正
式
発

表
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
、

ま
た
教
皇
の
日
本
へ
の
思
い

を
感
じ
と
り
な
が
ら
、こ
れ

ま
で
の
発
言
と
２
０
１
３
年

教
皇
就
任
以
降
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、本
紙
で
い
く
つ
か
紹

介
し
た
い
。�

（
広
報
）

訪
日
に
関
す
る
発
言

　

▼
昨
年
９
月
12
日
、教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
日
本
の

「
天
正
遣
欧
使
節
顕
彰
会
」

教皇就任以降、日本に関係するメッセージ
（一部のみ。カトリック新聞から抜粋）

日本のキリシタンを模範に

　2014 年 1月15日バチカンでの一般謁見で、教皇は洗礼の重
要性に関し 17世紀前半の日本のキリスト者の体験をあげて話
した。「ひそかにではあっても、（キリシタンたちは）共同体の
強い生命力を保ち続けました。洗礼が彼らをキリストのうち
に一つのからだにしたからです。彼らは孤立し、隠れていまし
た。それでも彼らは絶えず、神の民、教会の一員だったのです
…私たちは、この歴史から多くを学ぶことができます」

人々の証言を聞くことは必要不可欠

　2017年11月10日バチカンの「人間開発のための部署」主
催の会議で、教皇は参加者たちに「日本の被爆者や核実験で被
害を受けた人々の証言を聞くことは『必要不可欠』であり、そ
の預言的な声が、『とりわけ次世代に向けての警鐘』として響
くだろう」と強調。会議には、日本原水爆被害者団体協議会（被
団協）の事務局関係者も長崎での被爆体験などについて演説
するために招かれていた。

将来に希望を持っていけば世界を変えることができる

　2018年12月18日バチカンと東京を映像回線でつなぎ、教皇
と日本の若者たちが対話した。教皇は「自分の国」「家族」「人
間」それぞれのルーツ（起源）を知らない若者が増えている
ことを心配し、次のように答えた。「ルーツ（根っこ）がないと
花が咲きません。ルーツは自分を支えるもの。ルーツを見つ
けるために一番良いことは、高齢者と話すことです。若者たち
が過去の記憶（ルーツ）を持ちながら、現在の挑戦に立ち向か
い、将来に希望を持っていけば世界を変えることができます」

の
関
係
者
と
お
会
い
に
な
っ

た
際
に
、「
皆
さ
ん
の
こ
の

訪
問
を
機
会
に
、来
年
、訪
日

し
た
い
と
、わ
た
し
が
望
ん

で
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
実
現
を
期

人
事
異
動
・
任
命

（　

）
内
は
前
任
地

▼
イ
エ
ズ
ス
会 

〔
４
月
22
日
付
〕

泉　
　

類
治
師

二
十
六
聖
人
修
道
院（
福
岡
修
道
院
）

司
教
の
辞
任

　

２
０
１
９
年
４
月
27
日
（
土
）
ロ
ー
マ
時
間

正
午
（
日
本
時
間
同
日
19
時
）、次
の
司
教
人
事

が
発
表
さ
れ
た
。

１
．
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
は
、福
岡
教
区
宮
原

良
治
司
教
の
辞
任
願
い
を
受
理
さ
れ
た
。

２
．
同
時
に
、空
位
期
間
の
た
め
の
使
徒
座
管

理
区
長
と
し
て
、大
名
町
司
教
座
教
会
主
任

の
杉
原
寛
信
神
父
を
任
命
さ
れ
た
。

待
し
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ら

れ
た
（
バ
チ
カ
ン
・
ニ
ュ
ー

ス
）。

　

▼
昨
年
12
月
17
日
。「
わ
た

し
は
来
年
（
２
０
１
９
年
）

の
終
わ
り
頃
、日
本
に
行
く

つ
も
り
で
す
。
東
京
で
政
府

要
人
と
会
い
、長
崎
か
ら
は

核
兵
器
廃
絶
に
関
す
る
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
つ

も
り
で
す
」（
本
紙
２
０
１

９
年
２
月
号
。
髙
見
三
明
大

司
教
ら
日
本
司
教
協
議
会
代

表
の
謁
見
の
記
事
）。

　

▼
今
年
１
月
23
日
。
ワ
ー

ル
ド
ユ
ー
ス
デ
ー
大
会
の
た

め
に
パ
ナ
マ
に
向
か
う
特
別

機
の
中
で
、訪
日
を
め
ぐ
る

日
本
人
記
者
か
ら
の
質
問
に

対
し
、「
11
月
に
日
本
に
行

く
で
し
ょ
う
、心
の
準
備
を

し
て
く
だ
さ
い
」
と
答
え
ら

れ
た
（
バ
チ
カ
ン
・
ニ
ュ
ー

ス
）。

屋
教
区
）
司
式
の
も
と
約
１
０
０
人

が
殉
教
者
を
し
の
び
、祈
り
を
さ
さ

げ
た
。
金
沢
教
会
・
名
古
屋
教
区
殉

教
者
顕
彰
委
員
会
主
催
。

　

金
沢
藩
に
は
１
８
６
９
年
、
５
０

０
人
以
上
の
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
預

け
ら
れ
、73
年
に
送
還
さ
れ
る
ま
で

の
間
に
１
０
０
人
余
が
せ
っ
か
ん
、

飢
餓
や
病
で
亡
く
な
っ
た
。
１
９
６

８
年
、金
沢
教
会
は
こ
の
こ
と
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、「
長
崎
キ
リ
シ

タ
ン
殉
教
者
碑
」を
建
立
し
て
い
る
。

　

本
河
内
教
会
信
徒
の
白
浜
忠
美
さ

ん
は
、「
殉
教
者
碑
は
金
沢
教
会
創

立
80
周
年
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
私
は
当
時
金
沢
教
会
に
所
属

し
て
お
り
、最
初
か
ら
（
建
立
に
）

関
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

節
目
節
目
に
は
卯
辰
山
で
祈
り
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
、ミ
サ
に
参
加

し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
た
。
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は
じ
め
に

　

皆
さ
ま
ご
存
知
の
よ
う
に
、教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
は
、今
年
の
10
月
を
、「
福
音
宣
教
の

た
め
の
特
別
月
間
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言
さ

れ
ま
し
た
。
全
世
界
の
教
会
が
「
喜
び
を
特

徴
と
す
る
福
音
宣
教
の
新
し
い
旅
の
段
階
」

に
向
か
っ
て
い
く
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

日
本
司
教
団
も
、い
く
つ
か
の
事
例
を
参

考
に
、創
造
的
な
取
り
組
み
を
始
め
る
よ
う
、

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。長
崎
教
区
は
す
で
に
、

教
区
シ
ノ
ド
ス
を
開
き
、「
神
の
い
つ
く
し

み
を
共
に
生
き
、伝
え
る
」
と
い
う
目
標
を

立
て
て
、取
り
組
み
始
め
て
お
ら
れ
る
よ
う

で
す
。
す
で
に
始
め
ら
れ
て
い
る
長
崎
教
区

の
取
り
組
み
と
、日
本
司
教
団
の
呼
び
か
け

を
参
考
に
し
な
が
ら
、私
の
長
崎
教
区
愛
を

い
く
つ
か
綴
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
教

皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
共
に
、「
長
崎
教
区
の

信
仰
と
福
音
宣
教
・
司
牧
の
刷
新
」
を
祈
り

な
が
ら
。

祈
り
の
長
崎
を
大
切
に

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、福
音
宣
教
・
司

牧
者
と
な
る
た
め
に
、日
々
祈
る
こ
と
を
勧

め
て
お
ら
れ
ま
す
。
特
に
、聖
霊
降
臨
の
出

来
事
を
思
い
起
こ
し
、聖
霊
こ
そ
が
「
福
音

を
宣
教
す
る
教
会
の
魂
」（
福
音
の
喜
び
２

６
１
）
で
あ
る
と
し
て
、日
々
聖
霊
に
祈
る

こ
と
を
勧
め
て
お
ら
れ
ま
す
。聖
霊
こ
そ
が
、

「
教
会
の
生
命
と
一
致
の
源
泉
」で
あ
り
、「
教

会
活
動
の
原
動
力
」
で
あ
る
か
ら
で
す
。
長

崎
で
は
、伝
統
的
に
何
か
を
始
め
る
と
き
に

は
、「
聖
霊
来
て
く
だ
さ
い
」
と
祈
っ
て
い

ま
し
た
。
十
字
架
の
し
る
し
を
し
て
い
ま
し

た
。
食
前
食
後
の
祈
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

長
崎
教
区
を
離
れ
て
、こ
の
よ
う
な
祈
り
の

尊
さ
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
司
教
団
も
、「
と
も
に
喜
び
を
も
っ

て
福
音
を
伝
え
る
た
め
の
祈
り
」を
作
っ
て
、

祈
る
よ
う
に
と
勧
め
て
い
ま
す
。長
崎
に
は
、

聖
母
マ
リ
ア
に
取
り
次
ぎ
を
祈
る
良
い
伝
統

も
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
は
、聖
霊
降
臨
の
次
の
日
を
「
教
会

の
母
聖
マ
リ
ア
」
の
日
と
し
て
定
め
て
、こ

の
良
き
伝
統
を
も
推
奨
し
て
い
ま
す
。
日
本

司
教
団
も
「
地
元
の
観
想
修
道
会
の
兄
弟
姉

妹
の
協
力
を
願
い
つ
つ
、全
教
区
で
、祈
り
に

よ
っ
て
宣
教
活
動
を
支
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
私
の
出
身
教

会
の
仲
知
教
会
は
じ
め
、長
崎
教
区
の
た
く

さ
ん
の
教
会
、修
道
者
、信
者
さ
ん
た
ち
の
祈

り
が
、教
区
を
出
た
私
た
ち
の
宣
教
・
司
牧

さ
え
も
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
大
阪

教
区
も
、去
年
か
ら
再
宣
教
１
５
０
周
年
を

祝
い
、今
年
10
月
の
宣
教
特
別
月
間
を
契
機

に
、「
聖
マ
リ
ア
の
汚
れ
な
い
み
心
に
大
阪

教
区
を
捧
げ
る
祈
り
」
を
作
り
、全
教
区
を

あ
げ
て
、福
音
宣
教
刷
新
の
た
め
に
祈
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。祈
る
長
崎
教
区
を
証
し
し
、

い
つ
ま
で
も
他
教
区
の
模
範
で
あ
る
こ
と
を

期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

感
謝
と
喜
び
を
伝
え
よ
う

　

感
謝
は
、喜
び
を
も
た
ら
し
、生
き
る
力
に

な
り
ま
す
、そ
し
て
笑
顔
に
な
り
ま
す
。「
笑

顔
は
自
分
を
変
え
る
、相
手
を
変
え
る
、運
命

を
変
え
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。「
天
の
父
は
、

御
独
り
子
を
与
え
る
ほ
ど
私
た
ち
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
御
独
り
子
キ

リ
ス
ト
は
、神
で
あ
り
な
が
ら
も
人
間
と
ま

で
な
っ
て
く
だ
さ
り
、死
に
至
る
ま
で
、し
か

も
十
字
架
の
死
に
至
る
ま
で
私
た
ち
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
っ
た
」
の
で
す
。
し
か
も
、

死
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、自
ら
復
活
し
、私

た
ち
に
永
遠
の
生
命
へ
の
復
活
を
保
証
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
と
笑
顔
・

喜
び
の
根
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
喜
び
を
伝

え
、分
か
ち
合
う
こ
と
が
福
音
宣
教
な
の
で

す
。
私
は
、あ
る
青
年
の
「
私
は
教
会
に
楽

し
い
喜
び
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、教
会
に
行

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、今
の
教

会
に
は
喜
び
を
感
じ
な
い
」
と
い
っ
た
言
葉

が
、ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
皇
様
も
、「
喜
び
が
な
け
れ
ば
、だ
れ
の

心
も
引
き
寄
せ
ら
れ
な
い
」
と
説
い
て
い
ま

す
。
そ
し
て
日
本
司
教
団
も
「
福
音
宣
教
の

第
一
の
動
機
、そ
れ
は
わ
た
し
た
ち
が
受
け

て
い
る
イ
エ
ス
か
ら
の
愛
で
す
。
イ
エ
ス
の

愛
を
受
け
、そ
の
救
い
の
喜
び
に
生
か
さ
れ

る
た
め
に
、わ
た
し
た
ち
は
、秘
跡
、特
に
ミ

サ
に
お
け
る
イ
エ
ス
と
の
人
格
的
な
出
会
い

の
恵
み
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、聖

書
通
読
、み
こ
と
ば
の
分
か
ち
合
い
、黙
想

会
、聖
体
礼
拝
、聖
体
訪
問
な
ど
も
、そ
の
た

め
の
有
益
な
助
け
で
す
。
さ
ら
に
、イ
エ
ス

と
の
人
格
的
な
出
会
い
の
喜
び
を
、日
常
生

活
の
中
で
神
と
隣
人
へ
の
愛
と
し
て
広
げ
て

い
く
た
め
に
、わ
た
し
た
ち
は
出
向
い
て
社

会
の
福
音
化
に
奉
仕
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
に
加
え
て
、ロ

ザ
リ
オ
な
ど
聖
母
マ
リ
ア
へ
の
信
心
を
も
付

け
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
の

　
　

宣
教
・
司
牧
活
用
を

　

日
本
の
教
会
は
、聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ

エ
ル
に
よ
る
宣
教
開
始
以
来
、日
本
二
十
六

聖
人
殉
教
者
を
は
じ
め
、列
聖
・
列
福
さ
れ

た
多
数
の
信
仰
的
模
範
者
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、長
崎
は
、潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

関
連
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
が
実
現
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、信
徒
発
見
、浦
上
四
番
崩
れ

宣
教
の
た
め
の
特
別
月
間
を
過
ご
す 

⑥

喜
び
を
共
に
生
き
、伝
え
る
教
区
へ

― 

十
月
や
宣
教
司
牧
刷
新
す�

―

大
阪
教
区
大
司
教
・
枢
機
卿
　
前
田
万
葉

「喜びがなければ、だれの心も引き寄せられない」　教皇フランシスコ

と
流
配
、五
島
崩
れ
な
ど
の
１
５
０
年
を
記
念

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、津
和
野
の
証
し
人

37
名
の
列
福
列
聖
に
向
け
た
動
き
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
、
２
５
０
年
に
も
及
ぶ
禁
教
時

代
を
潜
伏
し
、信
仰
を
伝
え
て
来
る
こ
と
が
で

き
た
か
を
検
証
し
、わ
た
し
た
ち
の
宣
教
・
司

牧
活
動
の
模
範
と
励
み
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、世
界
遺
産
巡
礼
や
観
光
に
訪
れ
る
人

た
ち
に
、差
別
や
偏
見
の
虚
し
さ
と
、人
間
尊
重

や
信
教
の
自
由
の
大
切
さ
を
説
く
チ
ャ
ン
ス
と

い
た
し
ま
し
ょ
う
。
何
よ
り
も
、命
の
大
切
さ

と
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
説
く
と
い
う
使
命
を

自
覚
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
の
住
民
た
ち
と
の
赦
し
と
和
解
、

助
け
合
い
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
は
、何

よ
り
の
世
界
遺
産
活
用
宣
教
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
、ま
だ
残
る
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
方
々

と
の
寄
り
添
い
や
対
話
の
促
進
と
一
致
の
機
会

と
も
な
れ
る
で
し
ょ
う
。

研
究
や
養
成

　

い
く
つ
か
の
長
崎
愛
を
綴
っ
て
み
ま
し
た

が
、宣
教
・
司
牧
の
刷
新
の
た
め
に
は
、や
は
り

そ
の
背
景
を
研
修
し
、皆
が
宣
教
・
司
牧
者
と

な
れ
る
よ
う
に
養
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
確
か
に
、日
本
司
教
団
が
言
う
「
第
二
バ

チ
カ
ン
公
会
議
後
の
文
書
や
歴
代
教
皇
た
ち
の

文
書
、そ
し
て
、日
本
の
『
福
音
宣
教
推
進
全
国

会
議
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
Ⅰ
（
１
９
８
７
年
）・
Ⅱ

（
１
９
９
３
年
）』
の
提
言
を
再
読
し
、そ
れ
以

降
の
宣
教
活
動
の
あ
り
方
を
振
り
返
る
こ
と
も

有
益
」
で
す
。

　

長
崎
は
、前
述
し
た
よ
う
に
、潜
伏
時
代
や
そ

の
後
の
貴
重
な
模
範
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
小
教
区
や
家
族
の
歴
史
、迫
害
と
殉
教
、信
仰

伝
達
、苦
難
の
教
会
建
設
や
差
別
・
偏
見
の
体

験
な
ど
を
知
り
、分
か
ち
合
い
、そ
こ
か
ら
模
範

を
探
し
、励
み
や
刷
新
に
つ
な
げ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
も
し
、い
つ
ま
で
も
被
迫
害
者
根
性
的

な
生
き
方
が
あ
っ
た
ら
刷
新
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

日
本
司
教
団
も
、「
わ
た
し
た
ち
が
現
在
、置

か
れ
て
い
る
文
化
、歴
史
、社
会
な
ど
の
背
景
を

考
慮
し
な
が
ら
、新
し
い
視
点
で
、日
本
の
人
々

に
キ
リ
ス
ト
教
の
救
い
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に

解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、

と
も
に
考
え
、分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
長
崎
教
区
で
す
で
に
始

ま
っ
て
い
る
学
び
合
い
、舞
台
化
し
て
ま
で
の

信
仰
伝
達
が
実
を
結
び
ま
す
よ
う
に
。そ
し
て
、

司
祭
だ
け
で
な
く
修
道
者
、信
徒
一
人
ひ
と
り

が
、訪
れ
る
巡
礼
者
や
観
光
客
へ
の
宣
教
者
と

な
れ
ま
す
よ
う
に
祈
り
ま
す
。

結
び

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
11
月
に
日
本
を
訪
問

す
る
意
向
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、長
崎

か
ら
「
核
兵
器
廃
絶
」
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、長

崎
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
こ
と
に
も
触
れ
て
い

ま
し
た
か
ら
、長
崎
の
特
別
な
宣
教
魂
を
奮
い

立
た
せ
る
訪
日
、訪
崎
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
教
皇
の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
、長
崎
な

ら
で
は
の
信
仰
刷
新
、宣
教
・
司
牧
刷
新
が
実

現
で
き
ま
す
よ
う
に
。
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
子

孫
と
し
て
、「
新
た
な
熱
意
、手
段
、表
現
を
も
っ

て
」、長
崎
で
、そ
し
て
、長
崎
か
ら
の
宣
教
者
と

な
れ
ま
す
よ
う
に
。

　
『
令
和
へ
と
長
崎
教
区
風
光
る
』。

ともに喜びをもって福音を伝えるための祈り

喜びの源である神よ、
あなたは、御子キリストを遣わし、
その受難と復活を通して、救いに導く喜びの福音を
この世にもたらしてくださいました。
また、あなたは、キリストの後に従う働き手を通し
て、諸国の民に福音を告げ知らせ、どんな逆境に
あっても、キリストを信じる人々の喜びを支えてく
ださいました。
さまざまな困難に直面している現代社会の中で、
人々の救いに奉仕する教会を顧みてください。
キリストの救いの喜びを
新たな熱意、手段、表現をもって伝えることができ
るよう、
わたしたちを聖霊によって強めてください。
わたしたちの主イエス・キリストによって。
アーメン。

2019 年 3 月 17 日
日本カトリック司教協議会

石　　碑

文字彫刻

墓地工事

リフォーム

墓地分譲

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



　 （３）�2019 年（令和元年）6月１日（毎月１日発行）� 　第1073号 　カトリック教報 （昭和27年１月12日第三種郵便物認可）

神
へ
の
真
の
愛 

さ
さ
げ
て

雲
仙
殉
教
祭
に
１
１
０
０
人
集
う

　

雲
仙
殉
教
祭
が
５
月
19
日

（
日
）
13
時
か
ら
雲
仙
メ
モ

リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
約
１
１

０
０
人
が
、髙
見
三
明
大
司

教
の
主
司
式
、25
人
以
上
の

司
祭
団
の
共
同
司
式
の
も

と
、殉
教
者
の
生
涯
と
信
仰

の
証
し
を
記
念
し
、祈
り
を

さ
さ
げ
た
。
長
崎
大
司
教
区

主
催
、長
崎
北
地
区
評
議
会

担
当
。

世
界
平
和
を
聖
母
に
願
い

下
五
島
で
井
持
浦
ル
ル
ド
祭

　

貿
易
戦
争
、核
ミ
サ
イ
ル

の
脅
威
、国
家
経
済
の
危
機
、

難
民
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
、世
界
平
和

の
た
め
に
今
で
も
心
と
体
を

も
っ
て
活
動
し
て
く
だ
さ
る

教
皇
様
の
訪
日
が
期
待
さ
れ

る
中
、下
五
島
地
区
で
は
５

月
12
日
（
日
）、教
皇
様
が
伝

え
る
世
界
平
和
を
願
っ
て
井

持
浦
ル
ル
ド
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ル
ル
ド
祭
は
、日
本
で
最

初
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
わ
れ

る
井
持
浦
教
会
の
ル
ル
ド
の

聖
母
マ
リ
ア
様
を
よ
り
い
っ

そ
う
記
念
す
る
た
め
に
１
９

９
３
年
か
ら
開
催
さ
れ
、今

年
で
27
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
下
五
島
地
区
の
信
者
さ

ん
た
ち
が
井
持
浦
教
会
に
集

ま
り
、そ
の
人
数
は
３
２
０

人
ぐ
ら
い
で
し
た
。

　

13
時
に
、井
持
浦
教
会
下

の
玉
之
浦
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー

ク
で
、地
区
長
の
中
村�

満
神

父
様
の
言
葉
に
よ
り
「
井
持

浦
ル
ル
ド
祭
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。
第
一
部
は
行
列
で
、

第
二
部
が
感
謝
の
ミ
サ
で

す
。

　

最
初
に
聖
母
像
に
向
け
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
聖
母

マ
リ
ア
を
象
徴
す
る
バ
ラ
の

花
び
ら
が
ま
か
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
世
界
平
和
の
意
向
を

も
っ
て
、ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り

を
唱
え
な
が
ら
、井
持
浦
教

会
の
ル
ル
ド
洞
窟
へ
の
行
列

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
感
謝
の
ミ
サ

は
、司
式
の
中
村
神
父
様
を

は
じ
め
、地
区
の
神
父
様
た

ち
、そ
し
て
韓
国
か
ら
来
た

神
父
様
の
共
同
司
式
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　

い
い
天
気
に
恵
ま
れ
、ま

た
、無
事
に
ル
ル
ド
祭
が
終

わ
っ
た
こ
と
を
神
様
に
感
謝

し
ま
す
。
今
年
日
本
に
来
ら

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
教
皇
様

の
世
界
平
和
へ
の
思
い
を
心

に
刻
み
、微
力
な
が
ら
世
界

平
和
へ
の
力
を
注
ぐ
原
動
力

と
な
る「
井
持
浦
ル
ル
ド
祭
」

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
福
江
教
会�

キ
ム
・
ボ
ム
）

2019年度 行事予定
月 日 行　事 備 考

5 月 2 日（木）第142回クルシリヨ 立山修道院（5/5まで）
3日（金）教区評議会総会 カトリックセンター
12 日（日）井持浦ルルド祭 井持浦
19日（日）雲仙殉教祭 雲仙メモリアルホール

6月 1日（土）教皇様についての講演会 カトリックセンター
5日（水）教区結婚講座�夏コース開講 毎週水（7/10まで）
9日（日）教区家庭委員会南地区講演会 カトリックセンター
11 日（火）教区司祭黙想会 大司教館（6/14まで）
16 日（日）公開聖書講座 カトリックセンター

第 3回髙見杯青年ミニバレー大会 大司教館体育館
7月 7日（日）教区家庭委員会北地区ＤＶＤ鑑賞会 カトリックセンター
8月 5日（月）広島ピース・スタディー 8/6 まで

8日（木）原爆殉難者慰霊祭 爆心地公園
9日（金）平和祈願祭（長崎） 浦上教会・平和公園
15 日（木）聖母平和祈願祭（佐世保） アルカスSASEBO

平戸ザビエル祭（第一部・記念ミサ） 平戸教会
17日（土）沖縄平和学習 8/20 まで
24 日（土）九州青年キャンプ 西海市（8/25まで）

9月 8日（日）大村殉教祭 シーハットおおむら
十字架山殉教祭 長崎・十字架山

15日（日）福者カミロ・コンスタンツォ殉教祭 焼罪史跡公園
16日（月）公開信仰養成講座 カトリックセンター
22 日（日）聖トマス西と十五殉教者祭 中町教会

平戸ザビエル祭（第二部・信徒発見劇） 平戸文化センター
23日（月）現役カテキスタのための研修会 カトリックセンター

10 月 13 日（日）島原・天草殉教祭―福者記念ミサ 南島原・原城跡
27日（日）牢屋の窄殉教祭 久賀・牢屋の窄

11月 1日（金）司教座聖堂献堂記念日・記念ミサ 浦上教会
3日（日）長崎青年の日 長崎市（11/4まで）
10 日（日）黒瀬の辻殉教祭 生月・クルスの丘公園
17 日（日）教区主催追悼ミサ 中町教会

12月 7日（土）日本カテキスタ会主催公開講座 長崎市（12/8まで）
1月 19 日（日）キリスト教一致祈祷集会
2月 2日（日）日本二十六聖人殉教記念ミサ 西坂公園

3日（月）司祭研修会 大司教館
5日（水）日本二十六聖人殉教者記念日

教区結婚講座�冬コース開講 毎週水（3/4まで）
9日（日）教区家庭委員会南地区映画上映会 カトリックセンター

3月 1日（日）教区青年黙想会 大司教館
17日（火）日本の信徒発見の聖母記念ミサ 大浦天主堂
20日（金）司祭助祭叙階式 浦上教会

歴
史
と
信
仰
に
触
れ
る

青
年
巡
礼
ウ
ォ
ー
ク 

in 

上
五
島

　

毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
実
施
さ
れ
て
い
る
「
青

年
の
た
め
の
巡
礼
ウ
ォ
ー

ク
」（
教
区
召
命
委
員
会
主

催
）
が
、今
年
は
上
五
島
で

行
わ
れ
た
。

　

参
加
青
年
11
人
、同
伴
・

協
力
司
祭
13
人
は
４
月
29
日

（
月
）
あ
い
に
く
の
荒
天
の

中
、鯛
之
浦
教
会
に
集
合
し
、

予
定
を
変
更
し
て
地
区
司
祭

が
運
転
す
る
ワ
ゴ
ン
車
に
分

乗
し
仲
知
教
会
、曽
根
教
会
、

青
砂
ヶ
浦
教
会
を
巡
礼
、主

任
司
祭
か
ら
ガ
イ
ド
を
受
け

た
。
午
後
５
時
か
ら
宿
泊
先

の
丸
尾
教
会
信
徒

の
盛
大
な
歓
迎
と

も
て
な
し
を
受
け

て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・

五
島
の
海
の
幸
を

ご
ち
そ
う
に
な
り
、

参
加
者
・
司
祭
・

丸
尾
教
会
信
徒
と

親
睦
を
深
め
た
。

　

翌
30
日
（
火
）
午
前
８
時

か
ら
は
、頭
ヶ
島
教
会
で
召

命
を
求
め
て
同
伴
司
祭
13
人

の
共
同
司
式
ミ
サ
を
さ
さ
げ
、

帰
路
有
川
港
に
向
け
２
時
間

歩
い
た
。
頭
ヶ
島
教
会
の
信

徒
に
見
送
ら
れ
て
休
憩
を
入

れ
な
が
ら
歩
く
頃
に
は
雨
も

上
が
り
、無
事
巡
礼
ウ
ォ
ー
ク

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

自
分
た
ち
の
所
属
す
る
小

教
区
と
は
違
う
歴
史
と
信
徒

た
ち
の
信
仰
に
触
れ
、青
年

た
ち
は
思
い
出
に
残
る
絆
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、普
段
は
司
祭
と
話
を
す

る
機
会
も
少
な
い
が
話
を

し
、巡
礼
ウ
ォ
ー
ク
の
た
び

に
各
地
の
教
会
と
歴
史
を
学

び
、肌
で
感
じ
る
信
仰
の
恵

み
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
を

見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

上
五
島
地
区
司
祭
団
、訪

問
先
の
教
会
と
、特
に
丸
尾

小
教
区
の
信
徒
の
心
の
こ

も
っ
た
歓
迎
と
も
て
な
し

に
、参
加
者
の
み
な
ら
ず
同

伴
司
祭
・
ス
タ
ッ
フ
一
同
心

か
ら
感
謝
し
た
い
。

実
行
委
員
長　

山
本
一
郎

（
木
鉢
教
会
主
任
）

　

最
初
の
ご
相
談
は
お
電
話
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
詳
細
は
各
小
教
区
に
配
布
さ
れ
て
い
る

ポ
ス
タ
ー
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

場　

所　

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
別
館

連
絡
先　

０
９
５
‐
８
６
５
‐
７
８
２
９

時　

間　

月
～
金　

10
時
～
16
時

＊
休
日（
祝
日
・
教
区
本
部
事
務
局
休
業
日
な
ど
）を

除
く
。
不
在
時
は
、留
守
番
電
話
対
応
。

相
談
室
室
長　

マ
リ
ア�

福
田
真
理

子どもと女性の
人権相談室

　

５
月
13
日

（
月
）、西
日
本

司
祭
団
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が

長
崎
大
学
医
学

部
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
た
。

今
回
の
大
会
に

は
大
阪
・
広
島
・

高
松
・
福
岡
・

大
分
・
長
崎
の

各
教
区
か
ら
、

司
教
や
司
祭
た

ち
約
90
人
が
集

ま
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
団
結
力
を
示
す
べ
く
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。

　

澄
み
渡
っ
た
青
空
の
も

と
、熟
練
者
た
ち
に
よ
る

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
や
若
手
た

ち
の〝
忖そ

ん

度た
く

〟プ
レ
ー
に
対

し
大
き
な
声
援
と
温
か
な
や

じ
が
飛
び
交
い
、試
合
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

真
剣
勝
負
に
汗
を
流
し
た

後
は
互
い
の
健
闘
を
た
た
え

合
い
な
が
ら
、教
区
の
違
い

を
超
え
て
司
祭
同
士
の
交
流

を
深
め
た
。

　

参
加
し
た
司
祭
の
１
人

は
、「
大
き
な
け
が
を
す
る

人
も
な
く
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
。

今
大
会
の
会
場
準
備
・
進
行
・

片
付
け
を
浦
上
教
会
の
壮
年

会
が
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、

昼
食
を
長
崎
北
地
区
女
性
部

が
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

西日本
司祭団 ソフトボール大会

６教区の司教・司祭らが交流

　

ミ
サ
に
先
立
ち
、黒
崎
・

出
津
の
両
小
教
区
の
子
ど
も

た
ち
と
シ
ス
タ
ー
た
ち
が

合
同
で
、外
海
の
主
任
司
祭

だ
っ
た
ド
・
ロ
神
父
や
信
仰

を
伝
え
た
殉
教
者
た
ち
に
関

す
る
歌
や
話
の
朗
読
を
披
露

し
、参
加
者
は
皆
聴
き
入
っ

て
い
た
。

　

続
く
ミ
サ
の
初
め
に
は
髙

見
大
司
教
が
、殉
教
者
が
拷

問
を
受
け
た
雲
仙
地
獄
か
ら

く
み
上
げ
た
温
泉
水
を
祝
福

し
、参
列
者
に
潅
水
し
た
。

説
教
師
を
務
め
た
山
脇�

守

師
（
長
崎
北
地
区
長
）
は
、

「
殉
教
者
た
ち
は
神
へ
の
真

の
愛
を
さ
さ
げ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、主
が
い
つ
も
共
に

お
ら
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
た
」
と
語
り
、「
殉
教
者

を
記
念
す
る
私
た
ち
が
（
彼

ら
か
ら
）
殉
教
の
意
味
を
く

み
取
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
心
構
え
で
こ
こ

に
集
ま
る
と
よ
い
の
か
を
、

ま
た
、神
の
栄
光
と
愛
の
姿

と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
」
と
話
し
、

恵
み
を
願
い
祈
る
よ
う
呼
び

か
け
た
。

　

ミ
サ
後
は
雲
仙
地
獄
の
キ

リ
シ
タ
ン
殉
教
記
念
碑
ま
で

徒
歩
巡
礼
を
し
、大
司
教
と

司
祭
団
、多
く
の
信
徒
ら
が

共
に
祈
っ
た
。

　

４
月
21
日
、聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
病
院
で
逝
去
。
77
歳
。

　

１
９
４
１
年
９
月
28
日
長

崎
県
（
五
島
）
生
ま
れ
。
65

年
３
月
19
日
初
誓
願
宣
立
。

70
年
10
月
10
日
司
祭
叙
階
。

　

71
年
長
崎
南
山
中
学
・
高

等
学
校
教
諭
、聖
ル
ド
ヴ
ィ

コ
神
学
院
指
導
司
祭
、78
年

名
古
屋
神
言
神
学
院
指
導
司

祭
、81
年
秋
田
教
会
助
任
、84

年
長
崎
南
山
中
学
・
高
等
学

校
校
長
、97
年
西
町
教
会
主

任
、長
崎
南
山
第
二
学
園
理

事
長
、
２
０
０
９
年
か
ら
は

長
崎
南
山
学
園
理
事
長
を
務

め
た
。

　

初
任
地
聖
ル
ド
ヴ
ィ
コ
神

学
院
の
台
所
改
修
、体
育
館

建
設
を
手
始
め
に
、長
崎
教

区
に
お
い
て
は
西
町
教
会
、

南
山
幼
稚
園
、長
崎
南
山
学

園
に
お
い
て
は
施
設
整
備
改

善
に
そ
の
才
能
を
発
揮
し

た
。
ま
た
、「
旅
人
を
手
厚

く
も
て
な
し
な
さ
い
」
と
い

う
聖
パ
ウ
ロ
の
言
葉
を
文
字

通
り
実
践
し
、出
会
う
一
人
ひ

と
り
を
手
厚
く
も
て
な
す
奉

仕
の
精
神
に
徹
し
た
修
道
司

祭
と
し
て
捧
げ
尽
く
し
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
は
４

月
24
日
、同
会
日
本
管
区
の

ジ
ェ
ブ
ー
ラ
・
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ

ス
管
区
長
の
司
式
に
よ
り
西

町
教
会
で
行
わ
れ
た
。

ペ
ト
ロ

川
上 

進 

神
父

（
神
言
修
道
会
）

訂
　
　
正

〈
二
〇
一
九
年
度『
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
祝
日
表
』〉

◦
27
頁
の
「
性
虐
待
被
害
者

の
た
め
の
祈
り
と
償
い
の
日
」

は
３
月
22
日
（
日
）
で
は
な

く
、正
し
く
は
四
旬
節
第
２

金
曜
日
の
３
月
13
日
（
金
）。

◦
41
頁
の
「
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
神
学
院
福
岡
キ
ャ
ン
パ

ス
」
の
名
称
は
、「
福
岡
カ

ト
リ
ッ
ク
神
学
院
」
が
正
。

そ
れ
に
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修

道
会
か
ら
は
饅
頭
の
差
し
入

れ
も
い
た
だ
き
、あ
り
が
た

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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そ
し
て
教
会
の
あ
り
方
な
ど
の

テ
ー
マ
を
め
ぐ
り
、フ
ラ
ン
ス

の
著
名
な
社
会
学
者
が
１
年
間

12
回
に
わ
た
っ
て
教
皇
に
行
っ

た
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。「
…

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
っ

て
、橋
を
架
け
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、

父
な
る
神
か
ら
《Pontifex

》

―
橋
を
つ
く
る
人
―
と
な
る

た
め
に
遣
わ
さ
れ
ま
し
た
。
わ

た
し
の
考
え
で
は
、ま
さ
に
そ

こ
に
教
会
の
政
治
活
動
の
基
本

が
あ
り
ま
す
。」（
教
皇
の
言
葉

本
書
よ
り
）

　

訳
者
は
長
崎
外
国
語
大
学
名

誉
教
授
、長
与
教
会
信
徒
。
新

教
出
版
社
、税
別
２
６
０
０
円
。

★
聖
ホ
セ
マ
リ
ア
・
エ
ス
ク
リ

バ
ー 

天
と
地
を
つ
な
ぐ
道

著
者
＝
中
井
俊
已

　

２
０
０
２
年
に
彼
を
列
聖
し

た
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世

が
「
日
常
生
活
の
聖
人
」
と
称

し
た
聖
ホ
セ
マ
リ
ア
。
日
常
生

活
を
通
し
て
自
分
と
周
り
の

人
々
を
聖
化
す
る
と
い
う
精
神

を
実
践
し
、オ
プ
ス
・
デ
イ
を

創
立
し
た
神
父
の
小
伝
。ド
ン
・

ボ
ス
コ
社
、税
別
７
０
０
円
。

た
。
こ
の
お
二
人
を
原
爆
の
爆
心
地
に
お
連
れ

し
た
時
に
、爆
心
地
の
塔
の
前
に
二
人
並
ん
で

ひ
ざ
ま
ず
き
、原
爆
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

と
世
界
の
平
和
の
た
め
に
、手
を
合
わ
せ
、首こ

う
べ
を

垂
れ
て
長
い
間
真
剣
に
お
祈
り
さ
れ
て
い
る
姿

は
と
て
も
と
て
も
象
徴
的
・
印
象
的
で
心
に
残

る
姿
で
し
た
。

　

そ
う
い
う
私
が
去
年
、最
も
感
動
し
た
出
来

事
の
一
つ
が
、永
井
隆
博
士
の
奥
様
の
緑
さ
ん

の
存
在
を
知
っ
た
こ
と
で
す
。
博
士
が
レ
ン
ト

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
修
道
司
祭
と
し
て
本
原

教
会
付
き
の
修
道
院
に
赴
任
し
て
、一
年
が
経

ち
ま
し
た
。
教
区
の
神
父
様
方
を
は
じ
め
と
し

て
修
道
士
、シ
ス
タ
ー
方
や
信
徒
の
皆
様
が
長

崎
教
区
の
教
会
の
た
め
に
積
極
的
に
奉
仕
し
て

働
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、私
に
と
っ
て
も
、と

て
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
私
が
赴
任
し
た
昨
年
は
、長
崎
と

天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
が
世

界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、長

崎
の
信
仰
の
歴
史
を
勉
強
で
き
る
こ
と
に
と
て

も
大
き
な
喜
び
も
感
じ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
と
し
ま
し
て
も
、国
の
内
外
か
ら
多
く

の
巡
礼
者
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
特
に
外
国

か
ら
の
お
客
様
は
、二
十
六
聖
人
ゆ
か
り
の
西

坂
の
丘
に
立
た
れ
る
こ
と
を
「
長
年
の
夢
で
し

た
」
と
言
っ
て
涙
を
流
さ
れ
る
方
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
先
日
は
、ア
メ
リ
カ
か

ら
二
人
の
シ
ス
タ
ー
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
一

人
は
純
粋
な
ア
メ
リ
カ
人
、も
う
一
人
は
日
本

生
ま
れ
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
シ
ス
タ
ー
で
し

ゲ
ン
撮
影
で
放
射
能
を
浴
び
続
け
た
結
果
、

急
性
白
血
病
で
余
命
三
年
と
い
う
事
実
を
奥

様
に
告
げ
ら
れ
た
際
に
、は
っ
と
息
を
の
み
、

続
け
て
「
生
き
る
こ
と
も
、死
ぬ
こ
と
も
、み

な
、神
さ
ま
の
み
栄
え
の
た
め
に
ね
…
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
。
こ
の
一
言
の
裏
に
、浦
上
の

信
徒
の
方
々
の
日
ご
ろ
の
信
仰
生
活
や
祈
り

が
、ど
れ
ほ
ど
マ
リ
ア
様
や
イ
エ
ス
様
の
生

涯
と
一
致
し
て
い
た
か
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
マ
リ
ア
様
の
「
フ
ィ
ア
ッ
ト
」

（
ル
カ
１
・
38
）、イ
エ
ス
様
の
ゲ
ッ
セ
マ
ニ
で

の
「
あ
な
た
の
み
心
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
に
」

（
マ
ル
コ
14
・
36
）
と
い
う
言
葉
と
お
な
じ

信
仰
の
言
葉
を
、毎
日
の
生
活
を
淡
々
と
生

き
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
一
信
徒
の
女
性
が
、

人
生
の
困
難
な
瞬
間
に
た
め
ら
い
も
な
く
口

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
今
で

も
こ
う
し
た
信
仰
が
長
崎
の
教
会
や
信
徒
の

皆
さ
ん
の
中
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

私
も
こ
の
お
な
じ
信
仰
共
同
体
の
空
気
の
中

で
、宣
教
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

古里 慶史郎 神父
（フランシスコ会、本原教会）

みことばにふれて 160

外
国
人
信
徒
と
の
関
わ
り
大
切
に

入
管
法
改
正
を
機
に
考
え
る　

　
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
　
　
　

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

　
長
崎
管
区
代
表
　
川
口
昭
人

 

　

昨
年
、国
会
で
可
決
し
た
入
管

法
改
正
案
が
こ
の
春
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
幅
広
く
外
国
人
労
働
者
を

受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
注
目

を
集
め
て
い
る
折
、長
崎
教
区
も

さ
ら
に
多
く
の
外
国
人
の
方
々
が

在
住
す
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
、今

回
こ
の
こ
と
に
関
す
る
原
稿
を
依

頼
さ
れ
、こ
の
機
会
を
頂
い
た
こ

と
を
感
謝
し
ま
す
。

現
場
の
実
情

　

私
見
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
春

に
改
正
さ
れ
た
入
管
法
の
施
行
に

関
し
、官
邸
の
意
向
を
現
場
の
入

管
で
潤
滑
に
対
応
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
、関
わ
る
中
で
見
え
て
き

ま
す
。
正
直
、「
ど
の
よ
う
な
状

況
や
課
題
が
生
じ
る
の
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
う
の
が
現
場
の
本
心

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
法
改
正
で
日

本
政
府
は
決
し
て
後
ろ
向
き
で
な

く
、外
国
籍
の
方
を
安
定
し
て
在

留
で
き
る
よ
う
に
遅
ま
き
な
が
ら

も
配
慮
し
て
い
る
対
応
は
見
え
ま

す
。
そ
れ
で
、改
正
で
今
後
ど
う

な
る
の
か
を
予
想
す
る
よ
り
も
、

教
会
内
外
で
外
国
籍
の
方
々
に
対

す
る
日
本
人
の
接
し
方
が
い
っ
そ

う
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今

に
始
ま
っ
た
こ
と
で
な
く
、こ
れ

ま
で
の
歩
み
で
も
そ
う
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
、日
々
ど
の
よ
う
な
現

状
が
見
受
け
ら
れ
る
の

か
、気
づ
い
た
人
が
情

報
を
寄
せ
て
く
れ
る
こ

と
で
問
題
改
善
に
つ
な

が
る
の
で
す
。
た
だ
、

今
の
教
会
に
関
し
て

は
、外
国
籍
の
方
々
へ

の
配
慮
は
今
よ
り
も
以

前
の
方
が
も
っ
と
積
極

★
橋
を
つ
く
る
た
め
に　

現
代

世
界
の
諸
問
題
を
め
ぐ
る
対
話

著
者
＝
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ル
ト
ン

訳
者
＝
戸
口
民
也

　

戦
争
、貧
困
、環
境
破
壊
、難

民
、文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
と
伝
統
、異
な
る
者
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

短
　
信

〈
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会

の
事
業
所
の
閉
鎖
な
ど
〉

　

今
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

事
業
所
の
閉
鎖
な
ど
が
相
次

い
だ
。
次
の
通
り
。
▼
下
五

島
（
水
ノ
浦
小
教
区
）
の
白

百
合
愛
児
園
、山
内
保
育
園
、

川
原
保
育
園
の
３
園
を
閉
鎖

し
、楠
原
に
白
百
合
愛
児
園

を
開
設
▼
上
五
島
（
浜
串
小

教
区
）
の
福
見
保
育
園
と
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
見
の

園
を
閉
鎖
し
、社
会
福
祉
法

人
清
和
会
に
無
償
譲
渡
▼
佐

世
保
（
黒
島
小
教
区
）
の
黒

島
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
閉
鎖

し
、有
限
会
社
旭
豊
栄
に
無

償
譲
渡
。

〈
第
１
４
２
回
ク
ル
シ
リ
ヨ
〉

　

５
月
２
日
㈭
～
５
日
㈰
イ

エ
ズ
ス
会
立
山
修
道
院
で
中

村
倫
明
師
の
指
導
の
も
と
ク

ル
シ
リ
ヨ
が
開
催
さ
れ
、15

小
教
区
22
人
（
男
性
７
・
女

性
15
）
が
参
加
し
た
。
参
加

者
は
次
の
通
り
。
城
山
１
、

中
町
１
、飽
の
浦
１
、小
ヶ
倉

１
、深
堀
１
、滑
石
２
、時
津

１
、諫
早
１
、相
浦
１
、三
浦

町
３
、俵
町
１
、平
戸
３
、上

神
崎
３
、田
平
１
、浜
串
１
。

的
だ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を

少
々
案
じ
て
い
ま
す
。

外
国
人
に
関
す
る
諸
問
題

　

教
会
の
取
り
組
み

　

私
は
教
会
内
に
関
し
て
は
、日

本
カ
ト
リ
ッ
ク
難
民
移
住
移
動
者

委
員
会
と
し
て
外
国
籍
の
方
々
と

接
す
る
機
会
を
頂
い
て
い
ま
す

が
、い
わ
ゆ
る
活
動
的
に
は
「
後

発
隊
」
な
の
で
先
人
の
歩
み
も
確

認
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
性

を
掘
り
下
げ
て
み
る
と
大
切
な
関

わ
り
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
時

代
の
流
れ
に
お
い
て
、日
本
の
教

会
も
外
国
人
の
方
々
と
接
し
て
多

く
の
課
題
を
国
に
も
教
会
内
に
も

発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
６
０
年
代
に
日
本
司
教
団

は
バ
チ
カ
ン
の
意
向
で
難
民
移
住

協
議
会
を
設
立
。
そ
の
後
、表
向

き
に
は
外
国
籍
の
信
徒
の
姿
を
見

か
け
て
も
ミ
サ
を
共
に
す
る
だ
け

で
、そ
れ
以
上
の
関
わ
り
を
ほ
と

ん
ど
持
た
な
い
日
本
の
教
会
共
同

体
の
雰
囲
気
は
続
き
ま
す
。
そ
れ

で
も
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
積
極

的
に
関
わ
る
少
数
の
司
祭
・
修
道

者
・
信
徒
の
働
き
に
よ
っ
て
、大

き
な
事
例
と
し
て
報
告
さ
れ
国
の

対
応
に
影
響
を
与
え
た
案
件
が
生

じ
て
き
た
の
を
感
じ
ま
す
。
振
り
返

れ
ば
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
の
ボ
ー

ト
ピ
ー
プ
ル
難
民
（
こ
こ
で
は
故
・

古
川
武
信
師
に
敬
意
を
表
し
た
い
で

す
し
、今
も
入
管
の
対
応
が
宗
教
者

に
配
慮
が
あ
る
の
は
師
の
お
か
げ
と

言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
）、80
年
代
も

そ
の
後
も
強
制
労
働
い
わ
ゆ
る
「
徴

用
」
の
時
代
と
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
と
呼

ば
れ
る
在
日
コ
リ
ア
ン
問
題
、指
紋

押
捺
を
強
制
し
た
外
登
法
（
外
国
人

登
録
法
）、飲
み
屋
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
で
踊
る
女
性
と
子
ど
も
た

ち
（
人
身
売
買
）
へ
の
対
応
。
90
年

代
も
女
性
と
子
ど
も
を
守
る
有
志
に

よ
る
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
。
子
ど
も
は

日
本
で
生
ま
れ
な
が
ら
も
、母
親
に

は
在
留
権
が
な
く
本
国
に
強
制
送
還

さ
れ
る
現
状
を
「
７
３
０
通
達
」
の

法
改
正
ま
で
支
援
し
た
時
代
。
２
０

０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、

日
本
人
の
自
死
も
多
か
っ
た
で
す

が
、外
国
籍
の
方
々
も
理
不
尽
な
解

雇
と
強
制
送
還
が
あ
り
、現
在
も
外

国
人
実
習
生
に
関
連
す
る
人
権
問
題

は
、皆
さ
ん
も
身
近
に
感
じ
取
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

古
く
か
ら
問
題
は
後
を
絶
た
な
い

の
で
す
。
ま
ず
は
、身
近
に
は
ミ
サ

の
後
、外
国
籍
の
方
々
に
声
を
掛
け

る
こ
と
で
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
大
い

に
あ
る
の
で
す
。

関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切

　

彼
ら
と
接
し
て
い
く
中
で
思
う
の

は
、未
知
の
国
で
生
活
す
る
人
々
の

苦
労
で
す
。
言
葉
も
生
活
習
慣
も
分

か
ら
ぬ
ま
ま
、こ
の
国
で
働
け
ば
い

い
と
紹
介
さ
れ
期
待
を
持
ち
、実
際

来
て
み
る
と
と
ん
で
も
な
か
っ
た
。

五
島
に
逃
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の

人
々
の
こ
と
を
話
す
と
共
感
す
る
人

が
い
ま
す
。
彼
ら
は
日
本
で
つ
ら
い

境
遇
を
感
じ
て
も
、主
に
信
頼
し
て

ミ
サ
に
来
て
祈
る
の
で
す
。

　

現
在
は
、多
く
の
外
国
籍
の
聖
職

者
、修
道
者
も
日
本
に
滞
在
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
甘
ん
じ
て
い
る
の
で

は
な
く
、教
区
民
が
少
し
の
関
わ
り

で
も
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

長
崎
の
教
会
で
は
、日
本
人
同
士

で
あ
っ
て
も
、新
し
く
移
籍
し
た
信

徒
が
ミ
サ
に
来
て
も
な
か
な
か
声
を

掛
け
合
い
ま
せ
ん
。
聖
堂
で
転
入
者

を
紹
介
し
て
も
同
様
で
す
。
で
も
、

新
し
く
来
た
信
徒
は
声
を
掛
け
ら
れ

る
こ
と
で
そ
の
教
会
に
安
堵
感
を
持

ち
ま
す
。
外
国
人
に
と
っ
て
は
な
お

さ
ら
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
点
、私
た
ち
長
崎
の
信
者
は

ま
だ
外
国
人
に
と
っ
て
だ
け
で
な

く
、関
わ
り
に
閉
鎖
的
な
教
会
で
あ

る
こ
と
を
意
識
し
た
方
が
い
い
で

し
ょ
う
。「
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
」
の
ち
ょ
っ
と
の
あ
い
さ
つ
で

も
い
い
の
で
す
。

（
水
主
町
教
会
主
任
司
祭
）

教会に集う外国人と日本人

２
０
１
９
統
一
地
方
選

県
・
市
・
町
議
当
選
者

敬
称
略
。（　

）は
所
属
教
会
。

　
〈
県
議
〉

深
堀　

浩�

長
崎
（
浦
上
）

溝
口
芙
美
雄

�

佐
世
保
・
北
松
浦
（
大
崎
）

西
川
克
己�

平
戸
（
紐
差
）

　
〈
市
議
〉

深
堀
義
昭�

長
崎
（
浦
上
）

中
村
俊
介�

長
崎
（
浦
上
）

五
輪
清
隆�

長
崎
（
浦
上
）

竹
田
雄
亮�

長
崎
（
浦
上
）

平
野　

剛�

長
崎
（
浦
上
）

中
里
泰
則�

長
崎
（
木
鉢
）

萩
原　

活�

佐
世
保
（
俵
町
）

宮
田
真
美�

大
村
（
水
主
町
）

山
北
正
久�

大
村
（
植
松
）

　
〈
町
議
〉

金
子　

恵�

長
与
（
長
与
）

ぶ
ど
う
園

▼
講
演
会
・
第
６
回
「
共
に

生
き
る
学
び
」　

６
月
９
日

㈰
13
時
30
分
、カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
。
教
区
家
庭
委
員

会
南
地
区
主
催
。

▼
公
開
聖
書
講
座　

６
月

16
日
㈰
13
時
～
16
時
、カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
。
教
区
生

涯
養
成
委
員
会
主
催
。

長崎本店　長崎市城栄町13-1
大 村 店　大村市赤佐古町287番地
HP　http://meijisekizai.shopinfo.jp

電話（095）846-3598
電話（0957）50-3008

業務内容
お墓建立
納骨堂販売
お墓のリフォーム
霊名彫刻

明治石材
世界平和へ祈りを…

代表 ラウラ・ビクーニア　濱口 佳織☎0956（23）1867
〒857-0032 佐世保市宮田町7-7
《家庭祭壇ギャラリーOPEN　パンフレットもございます。》

kaori-mokkousho.com
かおり 佳織木工所
注文家具の店 家庭祭壇・聖具・祭壇・長椅子・朗読台

代表者 大 島 和 彦

代表 ラウラ・ビクーニア　濱口 佳織☎0956（23）1867

平田クリニック
長崎カトリックセンター前

医療法人

長崎市上野町1-5 
TEL 095-845-6175

 院長  ヨゼフ 平田哲也
内科・循環器科・入院可

通所リハビリテーションあり


